
長野地検職員からのメッセージ 

【立会事務官・女性】検察官の立会事務官として，捜査

公判に従事する検察官とペアで仕事をしています。立会事務

官の職務内容は多岐にわたり，検察官の取調べに同席する

だけでなく，捜査が円滑に進むよう，検察庁内部の各部門や

警察などの関係機関との連絡調整，刑事訴訟法等に基づく

各種手続きや書類の作成も行っています。時には，検察官か

ら事件について意見を求められることもあり，刑事訴訟法等

の関係法令の知識のほか，多角的な視点も必要となります。 

 また，被害者の方や参考人の方と接する機会も多く，事件

関係者の方の精神的・肉体的負担に配慮する気遣いや思い

やり等も求められます。検察官と共同して事件の捜査に当

たっているので，事件の真相を解明し，適正な処分が決定さ

れたときは，達成感がありますし，大変やりがいのある仕事

だと思います。 

【検務部門・男性】事件係では，警察等の捜査機関から送ら

れてきた事件が，法律に決められた手続に従っているかどうかを

確認し，事件記録の受理手続を行います。さらに，検察官が捜査

を終え，事件の処理を行う際も手続が適正に行われているか確

認します。正確かつ迅速に手続を行わなければならないので，責

任感もありますが，とてもやり甲斐のある仕事だと思います。 

 長野地検の雰囲気はとてもアットホームで，上司や先輩は相談

にもしっかりと乗ってくれますし，的確なアドバイスをもらえま

す。支部で働いていますが，人数が少ないこともあり，幅広い仕

事を経験することができ，とても勉強になっています。 

 コロナ禍で難しくなってしまいましたが，仕事以外では，若手中

心にフットサルやキャンプなどをやっていて，仕事ではお会いす

ることのない検事や先輩方と交流できたり，長野の自然の中で

体を動かしてリフレッシュする機会にもなっています。  

【立会事務官・男性】検察官の立会事務官として検察官の

職務である事件の捜査・公判の補助や，別の捜査官の起訴前の点

検等決裁の補助を行ったりしています。大変重い責任を伴い，公

務を扱う者としての自覚を常に問われますが，大きなやりがいや

達成感を感じられる仕事だと思います。また，検察事務官には，

内部試験に合格することで，副検事等になれる道が開かれてい

ます。現在私は，副検事を目指し勉強をしている最中ですが，そ

の上での試験対策や捜査等の経験を積むための職場環境につい

ては，長野地検だけでなく，検察庁全体でサポートを受けられる

態勢が整っています。一言で検察事務官と言っても，その職務内

容は幅広く，様々な道が開かれていると思います。  

【検務部門・女性】証拠品担当の仕事は，その名のとお

り，警察等から事件に関する証拠品の送致を受ける窓口であ

り，証拠品に関する一切の事務を担当します。証拠品には，覚

せい剤などの違法薬物，携帯電話，メモ紙，髪の毛などの

DNA型鑑定試料などの本当に様々な物があります。私たち

は，それらの証拠品の受入・保管・処分の事務を行っていま

す。扱う証拠品に関係する方々の権利等に注意を払いながら

事務を行うなど，責任は伴いますが，とてもやり甲斐のある

仕事です。 

 検察庁には事務系の仕事から捜査系の仕事まであり，業務

ごとに必要な知識は変わってきますが，分からないことがあ

れば上司や先輩方が丁寧に教えてくださいますし，様々な知

識を吸収でき，自らの成長にも繋がると思います。 

【育休取得者・男性】長男の出生に伴い，１年間の育児

休業を取得しました。子育ては想像していたよりも大変です

が，育児休業を取得したことで，一生に一度しかないこの時

期を妻子と過ごすことができ，大変充実した日々を送ってい

ます。１年間という長期の育休を取得することに迷いはあり

ましたが，取得して良かったと思っていますし，快く育休を取

らせてくれた上司，同僚，後輩には本当に感謝しています。同

僚，後輩にも育児に伴う休暇・休業を積極的に取得してほし

いと思います。 

【事務局部門・女性】事務局部門では，人事や給与，物品の

調達や庁舎の維持管理など様々な事務を行っていますが，私は

会計課の職員として，歳入・歳出に関する事務を担当していま

す。歳入事務では，主に罰金等の収納に関する事務を，歳出事務

では，職員に支給する給与の交付手続に関する事務や，長野地検

全体における様々な支出（物品の購入費用，職員への諸手当等，

通訳人や参考人への謝金等，その他必要経費）が適切な支出であ

ることを計算証明として会計検査院に報告する事務などを担当

しています。 

 事務局部門は，捜査・公判部門や検務部門のような一般的にイ

メージされる検察庁の事務とは異なり，他の官公庁や民間企業

でも見られる事務が多い部門ではありますが，捜査・公判部門を

始めとした検察庁の日々の事務を支えるのに欠かすことのでき

ない，いわば縁の下の力持ちのようなとても重要でやりがいの

ある仕事だということを日々実感しています。 


